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1．会長挨拶    

JAMPS会長２期目(最終期)の思い 

会長 木村 和彦(早稲田大学) 

昨年度末の会員による理事選挙,また新理事による

会長選挙の結果を受けて,引き続き本学会の会長職を

務めさせていただくことになりました.正直,当初から

1 期２年間では会長就任に際して掲げた KPI を達成す

ることは困難だと思っていましたので,２期４年はや

らせていただきたいと考えておりました.今回再任さ

れたことは,本当にありがたい機会を与えてくださっ

たこと,会員および理事の皆様に感謝申し上げます.一

方で,これからが最後の２年と決め,端緒についた課題

の解決に実質的な成果を上げることができるように,

皆さまのご協力を得ながら学会の代表として責任を果

たしてまいりたいと思います. 

繰り返しになりますが,私が会長就任にあたって掲

げた目標は以下の５つです.(2019年 3月 19日表明). 

１． 会員300名 

２． 日本体育学会体育経営管理専門領域との統合的

運営(一体ということで１) 

３． 機関誌「体育・スポーツ経営学研究」年２回発行 

４． 若手研究者の育成(日本体育学会専門領域と合わ

せて研究助成２倍,研修機会) 

５． 国際学術交流の活性化(海外学会への参加２倍,

国内滞在海外研究者との交流) 

また会長に就任してから,思い付きで本会の「法人化」

の検討をお願いすることになりました.まだ,思い付き

段階ですので,理事や事務局の皆さんを振り回すこと

になっていたら謝ります.しかし,小さな組織とはいえ,

学術を通して社会貢献を標榜する学会が,任意団体の

ままで良いのか,改めて検討することは必要なことで

はないかと思った次第です.法人格は,組織の衣服のよ

うなものだと言えます.体に合わないものは着るべき
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ではありませんので,そのメリット,デメリット,組織

体との適合などを検討していただきたいと思います. 

新年のご挨拶では,「ワクチンの開発・接種開始,感

染者の抗ウイルス抗体や中和抗体に関する研究,PCR

検査の低価格化・拡大など,明るい話題も出てきており

(2020 年 12 月現在),日本と日本人の民力に期待して,

スポーツでも経験する絶体絶命の災禍(ピンチ)を凌ぎ

きりたいと思います.この会報が発行される新年を迎

えた頃には,世の中に,より一層明るい話題が出てきて

いて,できれば対面の席で美味しい肴と新酒で,静かに

新年を祝うことができることを祈るばかりです」と書

かせていただきました. 

しかしながら現実には変異株の流行などコロナ禍の

長期化もあり,まったく先行きが見通せない事態に直

面しています.未だに対面の席での酒席は実現してい

ませんし,東京都は４回目の緊急事態宣言が発令され

ることになりました.緊急事態宣言下でのオリンピッ

ク開催が確定的な情勢です.昨年度は,学会大会の 2年

連続のオンライン開催,研究集会の中止やオンライン

開催など,これまで誰も経験したことのない対応を迫

られました.開催に尽力いただいた皆さまには,本当に

感謝申し上げるしかありません. 

一方で,コロナ禍への対応の中で,オンライン会議に

よって,これまでより関東以外の理事に常務理事をお

願いしやすくなり,人的資源の活用の視点からは望ま

しいことと言えます.また移動や滞在コストが下がり,

学会大会や研究集会へ参加しやすくなったことも事実

でしょう.議論の深化や参加満足度の向上という課題

も見えてきましたが. 

 本年度も理事会および常務理事会が中心となって,

様々な事業が計画されています.学会大会の開催,研究

集会の開催,機関誌の発行,会報や HP等での情報提供,

研究助成など,担当委員会で実施計画を検討し,会員の

皆さまには詳細が決定次第お伝えすることになります.

これらの事業において,小職はあいさつやあいさつ文

を書くことぐらいしか役に立ちませんので,いつも理

事長以下,理事会の皆さんの精力的な活動には頭が下

がります.そのボランティア精神を無駄にしないで,事

業が効率的に実施され,効果的な成果を生むためには,

会員の皆さまの主体的な参画が必要不可欠です.ご協

力方,よろしくお願いいたします. 

 

2．理事長挨拶  

今年度の学会運営について 

 理事長 作野 誠一(早稲田大学) 

 会員のみなさまにおかれましては,ますますご健

勝のこととお喜び申し上げます.このたび 3月末に

開催された理事会において再任され,引き続き 2021

～2022年度の学会運営を担わせていただくことと

なりました.もとより浅学菲才の身ではございます

が,学会のさらなる発展に向けて微力を尽くしてま

いりますので,ご支援とご協力を賜りますようよろ

しくお願い申し上げます. 

 さて,2020(令和 2)年初頭に発生した新型コロナ

ウイルス感染症の拡大は,いまもわれわれの生活に

大きな影響を及ぼしております.感染の世界的拡大

は,これまで便利で快適な生活をあたりまえのもの

として享受してきたわれわれの生活や社会のありよ

うに再考を迫るものとなっています.ワクチン接種

が進みつつあるとはいえ,感染者数はいまだ増え続

けており,現時点で収束の見込みが立っているとは

到底いえません.このような状況のなかで,学術団体

としての学会は,これまで蓄積してきた知と経験を

頼りにしながら,新たな地平を拓いていくことが求

められているように思います. 

 2020年度は学会大会も対面での開催がかなわな

かったものの,ICTの力を借りながらオンライン方

式で開催することができ,延期となった第 43回学会

大会(2020.8)には 91名,そして第 44回学会大会

(2021.3)には 139名と,多くの方々のご参加をいた

だきました.またこの間の年次総会(2019年度,2020

年度)についても,やむなく書面表決方式による開催

になったとはいえ,多くの会員のみなさまから意思
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表示をいただきました.こうした厳しい状況のなか

での学会事業へのご参加,学会運営へのご協力に対

し,この場をお借りして厚く御礼を申し上げます. 

 すでに木村会長より,この学会がめざす具体的な

目標が示されておりますが,これからの 2年もその

達成をめざして学会運営の舵取りをさせていただき

たいと考えております.今年度の具体的な学会事業

と運営については,先の総会における事業計画のご

承認をふまえて第 1回常務理事会(5月 17日)にお

いて具体的な形で示されております.詳細について

は各委員会の報告をご覧いただきたいと思います

が,以下今年度の取り組みの一部についてご案内い

たします. 

 会長がお示しになっている目標のひとつに日本体

育･スポーツ･健康学会(日本体育学会から改称)の体

育経営管理専門領域との連携がありますが,それぞ

れの学会会員の合意はもちろんのこと,連携による

事務手続き等の「効率」ばかりでなく,連携による

「効果」についても念頭に置きながら丁寧に検討を

進めねばとならないと考えております.今年度末の

総会までには,具体的な提案ができるよう準備を進

めて参ります.また本学会の基幹事業である学会誌

『体育･スポーツ経営学研究』につきましては,発行

が遅れておりますことをお詫びしますとともに,可

及的速やかな刊行をめざして作業を進めていること

をお伝えいたします.この遅延については,掲載論文

ひいては投稿論文数の少なさも影響しており,昨秋

より編集委員会等においてその原因とともに活性化

に向けた対策を検討しているところです.学会大会

での発表をベースとして論文を投稿してもらえるよ

うな方法について,さらに検討を進めて参りますが,

会員のみなさまにおかれましてもぜひとも積極的な

投稿をお願いいたしたく存じます.昨年度実施を見

送った研究集会については,何とか 3回の実施をめ

ざしております.「スポーツ基本法」の施行から十

年の節目を迎える今年,これに関連する議論の場を

設えることができればと考えております.広報につ

いては,従来の公式ホームページ,会報,公式

Facebookなどを通じて,より積極的な会員向け／一

般向けの情報提供を行いたいと考えておりますが,

時代に即した情報提供のあり方については,継続的

に検討したいと考えております.学会大会について

は,今年度の大会(金沢大学)の実行委員会が発足

し,2022年 3月の開催が予定されております.今後,

大会テーマやスケジュール,実施方法(対面／オンラ

イン)等について決定しだい,会員のみなさまにお知

らせいたします.みなさまの積極的な参加をお待ち

申し上げております. 

「逆境は最良の教師なり」(There is no education 

like adversity)とは,イギリスの政治家／小説家デ

ィズレーリの言葉です.コロナ禍のいまこそが,これ

までの常識を問い直すとともに,さまざまなことを

学び,新たに創り出すチャンスなのかもしれません.

すべての人びとの豊かなスポーツ生活の実現に向け

て,本学会から情報やナレッジを積極的に発信する

ことができればと考えております.今後とも変わら

ぬご協力のほどよろしくお願い申し上げます. 

3．追悼 高島稔先生を偲ぶ 

高島稔先生へのお別れの言葉 

   八代 勉（元本学会会長、名誉会員）

 本会の創設から発展期にかけて優れたリーダーシッ

プを発揮されました高島稔先生が 2020 年 9 月 5 日に

他界されました.学生時代からすなわち,60 年前から

ずっと公私にわたる先輩として,師として存在し続け

てくださった先生でした.ところで高島稔先生をご存

じの方がどれだけおられるかを考えてみました.高島

先生には比較的親しくさせていただいた私にとっても,

先生の人生約 90 年の中で私がかかわらせていただい

た時空間は学部 2 年生(20 歳)からスタートし,定年前

後の 64 歳ころまでの 40 年程度でありました.お顔も

拝見したことのない若い人たちもたくさんおられるこ

とでしょう.若い方への高島先生理解をしていただく
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ことを念頭において一筆書かせていただきます. 

 

小学校から大学の先生まですべての教育機関で実践を

踏まれた先生 

 先生の生涯を描いてみると小学校の代用教員からス

タートして中学,高校そして,大学において教育者とし

て貫かれてきました.大学では研究者,教育者としてだ

けでなく,学長として大学経営をリードしてこられま

した.すべての学校段階を経験することも稀有なこと

でありましたが,先生はそれぞれの置かれた環境で実

に優れた業績を上げてこられました.先生が自身で切

り開かれた経歴ではありますが,大学での経営者とし

てのお仕事は先生の人間的な総合的な能力が期待され

てのお仕事であり,大学の活力を高めることへの貢献

は高く評価されたと聞いております. 

 大学経営が厳しい時期には,自らも大学案内から願

書までを風呂敷に包んで全国の高校を回る「セールス

マンもやるんだよ」という苦労話も聞きました.私は個

人的には,中学校の保健体育科教員としての先生経験

が最も先生にとってやりがいや実力を高める時期であ

ったように思います.その頃が実践的な研究者として

最も力量を高められた時期であったと思います. 

 

宇土先生との関係,宇土経営学構築の礎となった研究

者 

高島先生の研究者としての業績を描くとしたら,宇
土正彦先生との関係を抜きにしては考えられないでし

ょう.体育管理学からスタートした私どもの学会の基

礎を築かれたのは宇土先生であることは若い方たちま

で理解されていることと思いますが,宇土先生が28歳

で,この分野の理論構築を手掛けられたまさにその時,
その理論の論拠を実践者として支え続けたのが高島先

生でありました.付け加えるとしたら,高島先生とその

一年上の佐藤良男先生のお二人というのが最も正確な

記述になりますが,高島先生は佐藤先生とともに,宇土

理論構築を支えた研究者であり,共同研究者でありま

した.宇土先生の名著「体育管理学」の全体にわたる

実践的な資料を提供されていますが,とりわけ,体育管

理過程と体育事業,運動者,運動行動,運動生活あたりが

最も貢献度の高い部分かと思います. 

組織論における高島先生の貢献は特筆すべきことが

たくさんありますが,特に教科体育の管理組織特に

Middle Management の構成や役割に関する綿密な

情報はおそらく高島先生から提供されたものが多いと

思います. 
 

WFC創作に対する貢献 

授業研究のツールとしてWFC(Work Factor Card)
があります.私の学生時代以降,授業研究には不可欠な

ツールでありました.目の前にある授業をできるだけ

綿密に把握し,(授業後の)授業分析に用いることもでき

ますし,授業の再現・評価に用いることもできるもの

です.１時間の授業の中で,学習者はどのような活動を

し,教師(指導者)はどのような活動を行ったかという学

習指導の事実を観察し記録するものでした.このWFC
を考案し,授業観察の客観化に役立てたのが宇土先生

のWFC分析ですが,実質的に学習活動,指導活動の種

類(Factor)を抽出,整理し,カード作成の原動力となっ

たのが高島先生でした.おそらく何回も試行・作成し,
実際の授業で記録を取り,その記録をもとにして,授業

分析の有効性を確認されたものと推察できます.今は

AI の時代ですから授業記録の取り方には長足の進歩

が予想されますが,当時としては画期的な授業分析の

技術でありました. 
 

奥様との豊かな語らいを大事にする先生 

 先生の優しさや芯の強さを感じさせていただくこと

は何度もありました.その中でも奥様との語らいにつ

いては,格別なものがありました.些細なことでもある

いは重大なことならなおさら,時間を超越して奥様と

語り合われることがあったようでした. 

 下関での最後の勤めを終えて,府中の高島先生宅を

訪れた時のことです.先生は毎日何をしておられるの

か,伺ってみましたら,「買い物は僕の役割.自転車でい

ろいろなスーパーをめぐって奥様のご注文を受けて買

い物を一手に引き受けている」とのことでした.いまだ

に自分で買い物のできない「化石」みたいな自分と対

照させながら高島先生の人間味を感じた「時」でした.

最後にお会いしたのは梅沢さん(故人)と連れ立って訪

れた時でした.宇土先生のお墓参りを約束してのお別
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れでしたが,果たすことができないままのお別れとな ってしまいました.ご冥福をお祈り申し上げます.

 

親愛なる高島稔先生の御霊に捧げる 

佐藤 良男（元本学会会長、名誉会員） 

昭和 30年(1955年)3月に私が東京教育大学体育学

部を卒業し,翌年,高島さんが卒業し,共に,東京都区内

の“中学校の体育教師”としてスタート‼ 

私は,江東区立第二大島中学校という“人口急増に

伴う新設校”.高島さんは,“三鷹第一中学校”という

伝統校！での勤務でした. 

高島さんは,学生時代から研究熱心で,特に〝学習指

導に関する体育経営学的な研究″を中心に取り組んで

いるのが特徴.卒業論文は,「学習指導の Work Factor

分析と体育経営(小学校)」という注目するべき研究内

容となっている. 

〝W. F. C. ″という1枚のカードに,「教師(T)の

活動項目(観察,参加ほか 7項目)」,「うつし(目標,計

画,内容,活動)」,「コンテンツ(技術,練習の要点,ルー

ル,測定・審判の方法,社会的態度,健康・安全の態度)」,

子供の活動「資料研究,学習の確かめ,各人の活動,話し

合い,教え合い,補助活動,施設・用具の管理,技術の練

習,準備・整理運動,話を聞く,待機・移動,集合・整列,

プレー・発表(競技会)」などを縦軸に並べ,横に時間を

〝分刻み″にし 60 分の活動を記録できるようにした

〝画期的″なものである.学習指導の研究には非常に

有効なもので,客観的に記録をとることができない場

合でも,指導者自身が,これらの Factorを念頭におき,

学習指導の研究・改善に役立てることが貴重なもので

ある. 

高島さん‼時間にゆとりがあるような時には,京王線

の「幡ヶ谷」駅近辺で,よく飲み,よく語り合いました

ネ！ 

 時には,“新婚時代”にもかかわらず,「終電」の時

刻を超越し,“歩いて三鷹まで帰る”という事態まで

引き起こし,奥様にも大変失礼しました.心底から,深

くお詫び申し上げます. 

大学卒業以来,かれこれ 66 年にもなりますが,高島

さんは私にとって最高の“なかま”でした.よき“な

かま”でした.それだけに,奥様から“御逝去”の報を

受けた時には年甲斐もなく,涙が止まりませんでした. 

高島さんよ！本当に永きにわたり,有難うございま

した.亡き高島さんの御霊に心から感謝の思いを捧げ,

御冥福をお祈り申し上げます.いずれ私も人生を閉じ

ることになると思いますが,その時は,天国で,また,ゆ

っくりと語り合いましょう！親愛なる高島稔先生の御

霊に,心から感謝の思いを捧げ,ご冥福をお祈り申し上

げます.合掌. 

 

高島稔先生を偲んで 

会長 木村 和彦（早稲田大学） 

私が高島稔先生をよく知ることになるのは

1980年代初頭のことです.当時私は,筑波大学大

学院の博士課程の学生でした.きっかけは,本会が

体育経営学会(1984年現在の名称に変更)という

名称だったころ,大学院生として学会の運営補助

に当たるようになり,当時すでに学会の中心的な

役割を担っておられた先生を,畏敬の念を抱きつ

つも,お話しさせていただくようになったことで

す.また先生は,東京からご自身で自家用車を運転

され,週１日筑波大学に非常勤講師として勤務さ

れていたと記憶しています(授業を受講した記憶

が無いので,もしかしたら学部の授業を担当され

ていたのではないかと思います).私が東京への利

便性から千葉県柏市のアパートに住んでいた関係

で,何度か車で送っていただき,車内でいろいろな

話をさせていただきました. 

 記録をたどりますと,1988年(この年に私は大

学の教員になりました)に,日本体育学会の体育経

営・管理専門分科会(当時)のシンポジウムの司会

を,高島先生と共に務めさせていただきました.そ
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の時のシンポジウムのテーマは,「地域スポーツ

施設の整備基準について」です.提案理由の冒頭

は次のように始まります. 

 「昭和 47年,わが国最初の『日常生活圏域にお

ける体育・スポーツ施設の整備基準(以下 47基準

という)』が,保健体育審議会の答申した『体育・

スポーツの普及振興に関する基本方策』のなかで

示されてから,既に 16年が経過している.当初 47

基準が想定した昭和 60年さえも過去となり,21

世紀が現実の問題として間近に感じられるように

なってきている.47基準と同様に 13 年後を想定

するとすれば,まさにそこは 2001 年の日本であ

る.」 

もちろん,このように格調高く,時間と空間スケ

ールの大きな文章は,31歳の若造に書けるはずも

なく,高島先生の手によるものに間違いありませ

ん.演者には,本会の前々会長の八代勉先生(筑波

大学当時)のお名前もあります.また体育・スポー

ツ経営の研究者だけではなく,建築学の研究者,さ

らには自治体の行政担当者も登壇されており,今

日でも重要な学際的かつ実践的な視点も配慮した

シンポジウムだったことが分かります. 

 「司会を共に」と書きましたが,そこには若手

研究者を育てようという学会の意図が汲み取れま

す.また当時の専門分科会では,毎年夏に合宿研究

会を大勢の教員や大学院生が集い,日本各地で開

催していました.グループワークでは,学生も年長

教員も関係なく,夜通し議論して,次の日のプレゼ

ン資料を作っていたことが懐かしく思いだされま

す.これもまた,若手研究者を育成しようとする

並々ならない先輩諸氏の意思が感じられます. 

 私も会長としての所信で,「若手研究者の育

成」をあげさせていただきました.高島先生から

賜ったご高配を忘れずに務めていくことをお誓い

して,先生を偲ぶことばに代えさせていただきま

す. 

4．第 44回学会大会報告 

実行委員長 齊藤 隆志(日本体育大学) 

令和3年3月11日から19日まで,9日間にわたっ

て第 44 回学会大会が開催されました.コロナ禍が世

界中で猛威を振るう中,第 43 回大会に引き続き今回

も完全オンラインでの開催でした. 
大会テーマは「これからのスポーツコンテンツを

考える」とし,プログラムとして一般研究発表,理事

会企画講演,基調講演,シンポジウムが行われました.
大会参加者は計139名(抄録のみ3名含む)であり,内
訳としては,正会員59名,学生会員10名,臨時一般会

員56名,臨時学生会員11名でした.正会員(学生会員

含む)と臨時一般会員(臨時学生会員含む)の割合はほ

ぼ同じでした. 
臨時一般会員の中には大学関係者やスポーツ関係

者ではなく,いわゆる一般人の参加者が多かったの

が印象的です.その方々の申込フォームのコメント

欄には,学会テーマ,基調講演やシンポジウムに関心

をいただいたと記載されており,オンライン開催に

よって本学会とは無縁だった方々にも,体育・スポ

ーツ経営学に関心を持っていただいたり,本学会活

動を知っていただく機会となったりしたことは,意
外な成果ではなかっただろうかと思います. 
今大会独自の試みとして挙げられるのは,オンラ

インにおいても参加者同士の議論ができるように,
各種プログラムについて掲示板(BBS)を設置したこ

とでした.特に,一般研究発表(発表件数は計18題)に
ついては,「学校体育・運動部活動」,「普及・まち

づくり・施設」,「総合型地域スポーツクラブ」,
「キャリア・従業員」の５つの研究領域に分け,領
域別にフォーラム形式で掲示板を設置いたしまし

た.掲示板を介して発表者と参加者間では有意義な

議論を行われたのではないかと安堵しています. 
理事会企画講演では,川井圭司氏(同志社大学)よ

り「大学スポーツの日本的経営モデル構築に向けて

― “日本版ＮＣＡＡ”の批判的検討」と題し,米国

大学スポーツ界における選手の肖像権やプロ化の問

題を取り上げ,日米比較の観点を含めながら日本の
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大学スポーツの構造的問題などについて,問題と課

題を整理いただきました. 

基調講演では,田原淳子氏(国士舘大学)より「こ

れからのスポーツコンテンツのありかた-スポーツ

の魅力と価値」と題して,IOCやユネスコなどの国

際組織が考えるオリンピック・パラリンピック,あ

るいはスポーツの価値や魅力とは何か,教育やデジ

タルアーカイブとしてどのように扱われているか,

さらにコンテンツとしてどのように扱うべきかをご

講義いただきました. 

シンポジウムでは,「いろいろな文化の見方(鑑賞

法)を比較する.」をテーマとしました.シンポジス

トとして,美術教育学の立場から奥村高明氏(日本体

育大学),舞踊教育学の立場から宮本乙女氏(日本女

子体育大学),およびスポーツ経営学の立場から町田

樹氏(國學院大學),およびコーディネータとして本

学会理事の高岡敦史氏(岡山大学)をお招きいたしま

した.各シンポジストのご専門の立場から,スポーツ

ならびにその隣接領域である美術や舞踊のそれぞれ

の文化鑑賞法について単なる教養的な鑑賞マニュア

ルではなく,共通する文化的意義や人々にとっての

実存性,それぞれの文化的特性から見た鑑賞法や鑑

賞能力の必要性,文化的背景の違いなどを議論いた

しました. 

開催にあたっては,感染拡大に対する状況の予測

が困難となる中で,学会大会を対面式にすべきか,オ
ンラインにすべきか,ぎりぎりまで開催実行委員会

や常務理事会でも意見が分かれました.対面式にし

た場合の厳重な感染対策と,オンラインによるスム

ーズなネット環境整備のどちらに重点を置いたらよ

いのかの判断がしづらく,両方を並行して準備をし

ていくことが大変でした. 
そもそも日本体育大学横浜キャンパスを会場とし,

本学新設の「スポーツマネジメント学部」のための

新たに建築された学び舎や,オリンピアンを数多く

輩出しているスポーツ施設,アスリート向けメニュ

ーがたくさんある学食などを学会員の皆様へお披露

目する予定でしたが,その目論見が叶わなかったの

が少し残念です. 
いずれにしても,アフターコロナにおいて「みるス

ポーツ」の在り方が問われている中で,体育・スポー

ツ経営学に対してスポーツコンテンツをめぐる様々

な新しい問題提起ができたのではないかと思います. 
最後になりますが,関係者の皆様にはご協力いた

だきこの場を借りて御礼申し上げます.ありがとう

ございました. 

 

5．各委員会より(2021年度の事業計画) 

①企画委員会 

研究・国際委員会 朝倉 雅史(筑波大学) 

当委員会では,研究プロジェクトの設置,共同研究

の企画推進,科研等への申請,研究集会の企画,学会

シンポジウムの企画,海外の研究者及び関連学会と

の交流や情報収集を中心とした活動を行って参りま

す.研究プロジェクトについては,新たに公募型のプ

ロジェクト設置を進めているところです.既に公募

を締め切り,採択課題の選考を行っております.この

プロジェクトは,萌芽的な共同研究の推進を支援す

ることで,学会ならびに体育・スポーツ経営学の発展

に寄与する研究を後押しするために行われるもので

す.その他,前期の理事会にて旧研究推進委員会から

「研究・国際委員会」に改称した際に掲げられた国

際交流についても,その内容と活動を検討してまい

ります.研究活動の推進と国際交流の展開によって,

学術団体としてのプレゼンスを高めていくと共に,

会員の皆様の活発な研究活動を促進できるよう委員

会として尽力していく所存です.どうぞよろしくお

願いいたします.
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アウトリーチ委員会 松岡 宏高(早稲田大学) 

委員会再編から本委員会が設置されて３年目に入

りました.委員会設置時に掲げられた以下のミッシ

ョン(①本学会の研究成果への興味・関心を高めるこ

と,②市民およびスポーツ経営実践者との双方向対

話の場を用意すること,③社会のスポーツ経営に関

わるニーズを学会として共有すること)に基づいて,

３月の総会にて承認されました事業計画を遂行して

いく予定です. 

事業計画に含まれている研究集会は,次の３つの

テーマでの開催を予定しております. 

(１)「スポーツ基本法施行から 10年」 

(２)「スポーツまちづくりの最前線」 

(３)「運動部活動のイノベーション最前線」 

なお,(１)につきましては,年度当初の事業計画で

は８月後半開催を予定しておりましたが,オリンピ

ック・パラリンピックの閉会後の落ち着いた時期で

の開催へと変更を考えております.他学会・団体との

共催も視野に入れての企画の検討を進めますので,

詳細が決まり次第,会員の皆さまにお知らせいたし

ます.(２),(３)につきましても年度の後半にての開

催を予定しておりますので,改めてご案内差し上げ

ます. 

本委員会のもう一つの事業としての情報配信につ

いては,学会組織内での情報共有に留まらず,学会員

以外の方々へも情報が届く取り組みが必要です.広

報委員会との連携も密にしながら,ブログサイト

note,および学会公式 Facebook ページの運営にも注

力して参ります. 

 

③広報委員会 

小山 さなえ(山梨学院大学) 

広報委員会は,今年度以下の 3つの事業を予定し

ております.まず第 1は,年に 2回の会報の発行で

す.第79号を 2021年 7月,第 80号を2022年 1月に

発行の予定です.また,昨年度から引き継がれた課題

としては,会報の性格を見直し今後の会報発行事業

のあり方について検討していきます.第 2は,学会

HPの運用と充実策の検討(Facebookページとの連

携)です.英語版,会員限定ページの作成について検

討中であり,更新作業がスムーズに行えるように,運

用や対策を進めていきます.第 3は,SNS(学会

Facebookページ含む)の運用と活用です.コンテン

ツの見直しや運用の方向性を整理していきます.コ

ンテンツの作成は各委員会,発信作業は事務局が中

心となり,これらの調整が広報委員会の役割となり

ます.この他,会員の皆さまから広報委員会に関する

ご意見・ご要望がございましたら,事務局までご連

絡下さい. 

 

 

④学会大会運営委員会 

作野 誠一(早稲田大学) 

学会大会運営委員会は,学会大会の開催地決定,学会

大会組織化の依頼,学会大会実行委員会による企画･準

備等のモニタリングと収支予算・決算の確認を主な

役割としております.今年度の学会大会(2022年3月

開催予定，金沢)については,すでに横山剛士理事(金沢

大学)をリーダーとする大会実行委員会が発足し,大会

テーマ,スケジュール,実施方法等についてご検討いた

だいているところです.これらについては,決定次第,会
員のみなさまにお知らせいたします.また,来年度の学

会大会についても,開催地をはじめとする大枠が固ま

り次第,情報を共有させていただきます. 

 
⑤総務委員会 

川邉 保孝(東海大学) 

2021年度も引き続き総務委員会を担当します東海 大学の川邊です.総務委員会では事務局との協力の下,
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学会の円滑かつ適正な運営に向けて,会員拡充策の実

施,財務管理,会則・規則等の改正に取り組んでまいり

ます.また,昨年度にWGより答申が出された日本体

育・スポーツ・健康学会体育経営管理専門領域との

連携に関して,連携ならびに統合的な運営に向けた具

体的な検討や作業を進めてまいります.そのためにも

会員の皆様との意見交換が必要となります.今後とも

会の運営にご意見ご協力くださいますようお願い申

し上げます. 

 
⑥編集委員会 

高岡 敦史(岡山大学) 

今年度より，編集委員長を拝命した高岡敦史です． 
本学会紀要『体育・スポーツ経営学研究』は，ご存

じの通り，今年度で少なくとも 34 巻目が発刊される

予定の日本最古のスポーツ経営に関する学術論文誌

です． 
しかし，ここ数年は投稿数が減少しており，発刊が

ままならない状況も発生しています．その原因は，編

集側と投稿者側の両者にあるだろうと考えます．編集

側には，論文審査の質が審査員によって大きく異なっ

ていたり，あるいは厳しすぎたりする問題があるでし

ょう．本誌への投稿を促すような施策もこれまでほと

んどありませんでした．一方，投稿者側には，大学経

営の競争激化と経営多角化等に伴う多忙化によって

研究生産性の低下があるのではないでしょうか．そし

て，この両者の問題が合わさったところに，本誌のハ

ードルの高さから投稿を回避する傾向が生まれてい

る実態があるかもしれません(よく調べていませんの

で推測の域を出ません)．特に若手研究者は，研究以外

の業務が増えている一方で，相変わらず論文数によっ

てのみ業績を評価されています．研究業績を一本でも

増やしたい若手が，通りやすい学術誌に投稿する気持

ちはよく理解できます． 
学術誌の理想像としては，数多くの投稿があり，そ

の中から多くの良質な論文が公開され，多くの研究者

や実務家に読まれるということだろうと思います．審

査のアクセプト基準を下げ，高いアクセプト率を維持

すれば，投稿数は増えるでしょう．そうなれば，多く

の情報が掲載された冊子体が出来上がります．一方で

それは，学術性や信頼性とトレードオフの関係にあり

ます．本誌は学術性・信頼性の担保を大切な理念とし

て編集されてきたものと理解しています．しかし，こ

こにきて，投稿数の減少に伴う年度内一巻の発刊が危

ぶまれる事態になっているのです． 
今では，(国研)科学技術振興機構 J-Stage でのオン

ライン公開ができるようになっています．紙媒体での

定期発行に意味があるのかどうかも考えないといけ

ないかもしれません．また本学会は，社会に対して，

できるだけ多くの論文(つまり情報)を提供すべきなの

でしょうか，はたまた，選りすぐりの学術性(つまり信

頼性)の高い論文を提供すべきなのでしょうか．本誌の

あるべき姿を改めて考えなければならない時期に来

ていると考えます． 
現在，編集委員会において今後の施策を検討中です

が，そこでの議論はまさに本誌の存在について根本か

ら考えるものになっています(それはそれで有意義で

楽しい議論です！)．ご意見のある方はぜひ高岡までご

一報ください． 

 

6．会議報告

【総会報告】 

2020年度 日本体育・スポーツ経営学会総会議事録 

審議期日：2021(令和3)年3月 13日(土)～19日(金) 

開催方法：電子メールを利用した書面総会 

0.電子メールを利用した書面総会開催の経緯および

方法 

 本学会の総会は例年,3 月の学会大会中に開催され

てきたが,新型コロナウイルス感染症(COVID-19)拡大

の影響から学会大会が延期されることとなり,年度内

の直接対面による開催は困難となった.総会では,次

年度の事業計画や収支予算計画等について審議する

ため,年度内の開催が望ましいことから,直接対面に
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よらない総会の実施方法について,常務理事会ならび

に理事会において検討した結果,「電子メールを利用

した書面総会」を実施する運びとなった. 

 電子メールを利用した書面総会の開催方法につい

ては,会員のメーリングリストを利用し,「総会資料」

及び返信用の「総会議決フォーム」を会員各位に送付

し,検討いただいたうえで,一定期間内に電子メール

ないし FAX にて,議案の諾否について回答してもらう

方法を採用した.この際,電子メールないし FAXによる

意思表示があった会員を総会の出席者とみなし,議案

の諾否について判断を行った. 

1. 議長選出 

 総会議長は書面総会という方法の特性に鑑みて,理

事長が務めた. 

2. 報告事項 

(1)2020年度活動報告 

 「総会資料」における「(1)2020 年度活動報告＜資

料 1＞」の項において報告された. 

(2)2020年度収支決算報告 

 「総会資料」における「(2)2020 年度収支決算報告

＜資料 2＞」の項において報告された.なお,監査につ

いては川崎監事と嶋﨑監事に事前に依頼し,決算が適

正であったことの報告を受けた. 

3. 審議事項 

(1)2021年度事業計画 

 「総会資料」における「(1)2021 年度事業計画(案)

＜資料 3＞・・・議案1」の項において説明され,承認

された(諾：79 ,否：1). 

(2)2021年度収支予算計画 

「総会資料」における「(2)2021年度収支予算計画(案)

＜資料 4＞・・・議案2」の項において説明され,承認

された(諾：80 ,否：0). 

(3)学会規定改定の改定について 

「総会資料」における「(3)学会規定の改定について＜

資料5＞・・・議案3」の項において説明され,承認さ

れた(諾：80 ,否：0). 

(4)2021-2022年度役員について 

「総会資料」における「(4)2021-2022年度役員につい

て＜資料 6＞・・・議案4」の項において説明され,承

認された(諾：80 ,否：0). 

※1 別表 1(p.11)は,2021 年 3 月 31 日時点における

2020年度の最終的な収支決算報告です． 

※2 別表 2(p12)は,別表 1の前年度繰越金を踏まえた

予算です. 

 

【常務理事会報告】 

2020年度 第 4回常務理事会 

日時：2020年12月 14日(金) 17:00～19:30 

場所：WEB会議方式による 

出席者：木村,清水,作野,齊藤,川邊,高岡,朝倉,林田

(幹事),醍醐(幹事),柴田(幹事)  

欠席：武隈,松岡,藤井 

1．報告事項 

(1)会報78 号(1月初旬発行予定)の準備状況について 

 広報委員会の朝倉理事から,会報 78 号が 1 月 8 日

(金)に発行予定であることが報告された. 

(2) 体育・スポーツ経営学研究第 34 巻の編集状況に

ついて 

 編集委員長の齊藤理事から,機関誌34巻の編集状況

について原著論文 1編,総説 1編,研究資料 1編が審査

中であることが報告された.また,第 42 回学会大会の

基調講演録の掲載についても,論文の審査状況を踏ま

えながら編集を進めることが確認された. 

(3) 機関誌の今後のあり方及び投稿論文をめぐる諸

課題について 

 編集委員長の齊藤理事から,編集委員会内でのメー

ルでのアンケートおよびオンラインによる意見交換

について報告された.報告では,編集委員内でも査読

プロセスを委員になって初めて知ることが多い,査読

候補者が一部会員に偏重傾向にある,査読を受諾して

くれる一部会員への負担が大きい,投稿を躊躇する場

合がある,などの意見があったことが共有された. 

報告に対し,常務理事から以下の意見が挙げられ

た.1．特集号を組むことにより,論文投稿に依存しな

い編集方針をとる必要がある.2．投稿された論文が安

易に掲載不可とならないような取り組み(判定を 3 段

階評価から 4 段階評価とする,査読依頼の際に編集委

員長名で査読者に対し編集方針を伝える等)を行う必

要がある.3．適切な査読が行われるよう査読者に対す

る教育,査読者の育成を行うことが必要である.意見

交換の結果,上記の意見を踏まえ,編集委員会におい

て今年度中に対応可能な事項と次年度以降に引き継

いで検討すべき事項を整理し継続審議することが確

認された. 

(4) 2022 年度第46回学会大会開催校の選定について 

作野理事長から,第46回学会大会(2023年3月予定)

の開催は西日本ブロックで実施する予定であり,福岡

大学の霜島理事に依頼中であることが報告された.た

だし,関連学会が第46回学会大会の翌年度(2023年夏)

に福岡大学で開催されることが決定されていること

から,作野理事長が再度,学会大会の開催が可能であ

るかを霜島理事に確認し,全国理事会に開催校案を上

程することとなった.なお,学会大会の開催は現在輪

番制で行われているが,地方では大学数・教員数の減

少により学会大会の開催が困難な場合があり,今後,

輪番制を維持することに支障が生じる可能性がある

ことが指摘された.このため,学会大会運営委員会に

おいて輪番制の廃止を含め開催校の選定方法につい

て検討を行い,次回以降の常務理事会に上程すること

が確認された. 
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【別表 2】 
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(5) 理事選挙の進捗状況について 

 選挙管理委員長の川邊理事から,理事選挙について

以下の事項が資料をもとに報告された.1．理事選挙は

12 月 4 日(金)を投票期限として行い,投票数は 70 件

(投票率 28.7％)であった.2．現在,理事候補者に対し

12 月 20 日(日)を期限として理事の諾否確認を行って

いる.3．辞退を申し出た候補者の選挙区は次点者へ諾

否確認を行う.4．今後の流れとして理事選挙で選出さ

れた理事15名にて互選により会長選挙を実施する.5．

住所不明者や不配達者については,総務委員会におい

て住所の確認を行う. 

(6)その他 

 体育経営管理専門領域との連携を検討する WG メン

バーの醍醐先生から,会員の意向調査を年内に実施す

る方針で検討中であることが報告された.WG では今後,

意向調査の結果を踏まえ経営管理専門領域との連携

の方法に関する原案を取りまとめる予定である.また,

総務委員長の川邊理事から,会費未納者についての納

入の督促依頼を行う予定であることが報告された. 

2．審議事項 

(1) 学会賞・奨励賞の推薦依頼の開始について 

 総務委員長の川邊理事から,学会賞・奨励賞の推薦

依頼の実施計画について提案された.審議の結果,12

月中に関係書類の発送を行い,推薦依頼の締め切りを

1月 31日(日)とすることが承認された. 

(2) 2021 年度事業計画(案)の検討について 

 研究・国際委員長の朝倉理事から,資料をもとに

2021 年度事業計画案について公募型研究プロジェク

ト,メガスポーツイベントに関する研究プロジェクト

の推進,第45回学会大会における理事会企画シンポジ

ウムの実施を検討していることが報告された.また,

新たな取り組みとして国際化に向けた検討を研究・国

際委員会で次年度以降進める予定であることが報告

された. 

 アウトリーチ委員会の高岡理事から,2021 年度事業

計画の検討状況が説明された.意見交換の結果,研究

者だけではなく研究者以外の一般参加者を対象とし

た研究集会やウェビナーの開催などアウトリーチ活

動を実施する必要性が確認された.なお,アウトリー

チ委員会における 2021年度事業計画案については,常

務理事会でメール審議し承認を得たうえで,全国理事

会に上程することが確認された. 

 広報委員会の朝倉理事から,資料をもとに 2021年度

事業計画案について学会ホームページと SNSの運用・

活用案並びに,会報の発行計画案が説明された.なお,

広報委員会とアウトリーチ委員会の役割分担につい

て,学会ホームページや SNS 等で広報するコンテンツ

についてはアウトリーチ委員会で検討・提案を行い,

広報委員会が学会ホームページや SNSを運用し広報活

動を行うことで事業を実施していくことが確認され

た.また,広報のコンテンツ案についてはアウトリー

チ委員会で検討を行い,全国理事会に上程することが

確認された. 

 編集委員長の齊藤理事から,機関誌の編集方針並び

に投稿論文に関する諸課題(報告事項 3)について検討

を進めていく予定であることが説明された. 

 総務委員長の川邊理事から,2021 年度の事業計画案

について,例年通りの事業内容に加え,2021 年度より

会則・規定等の見直し作業を進める予定であることが

報告された.また,休眠会員や住所不明の会員につい

て確認と整理は今年度より随時進めていく予定であ

ることが報告された.なお,休眠会員の整理について

は,会員数や会費収入金額の減少が想定されることか

ら,該当者の今後の扱いについては総務委員会におい

て継続審議することが確認された. 

なお,全国理事会は1月末に実施することとし,各委員

会は全国理事会に詳しい事業計画を上程することが

確認された. 

(3) 第 44 回学会大会の開催準備状況について 

 大会実行委員長の齊藤理事から,第 44 回学会大会

(日本体育大学)の開催計画,開催要項について資料を

もとに提案された.審議の結果,以下の事項が承認さ

れた.1．開催方式はすべてオンライン形式で実施す

る.2．オンライン開催にあたり発表やシンポジウムの

実施方法(ライブ配信とするか,撮影した動画を視聴

するか等)について第43回大会を参考に学会大会運営

委員会で継続審議する.3．大会参加費については第 43

回大会を参考に修正する.4．大会当日のスケジュール

並びに大会申し込みのスケジュールを第 43 回大会の

要項を参考に修正する.5．理事会企画シンポジウムに

ついては,「大学スポーツ」をテーマとするキーノート

レクチャーに変更し,名称を「理事会企画講演」に変更

する.6．上記について修正を行った後,要項案を常務

理事会でメール審議する.なお,学会に関する情報(抄

録等)を蓄積するため,来年度以降の課題として学会

大会ホームページの立ち上げについて検討を行うこ

とが確認された. 

(4) 規定の改定について(常務理事の欠員に伴う対応

ほか) 

 総務委員会委員長の川邊理事から,常務理事・理事

の欠員に伴う対応について関連する規定の内容が報

告された.審議の結果,以下の事項が承認された.1．常

務理事の選出や役割分担,欠員の補充,常務理事の辞

退等への対応については規定が定められていないこ

とから,新たに内規を作成する.2．承認事項 1 につい

て,総務委員会において内規案を検討し全国理事会に

上程する.3．作成する内規案については常務理事に関

するものに限定し,理事に関する内規案については申

し送り事項に含め次年度以降継続審議する. 

(5) その他 

 学会名称の英文略称については,「JAMPS」を略称と

して用いることが承認された.なお,英文略称の変更
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については全国理事会における報告事項とする.また,

英文略称の変更に際して,学会メールアドレスの変更

等は行わないことが確認された. 

 

2020年度 第 5回常務理事会 

日時：2021年3月4日(木) 17:00～19:30 

場所：WEB会議方式による 

出席者：木村,清水,作野,齊藤,川邊,高岡,松岡,朝倉,

林田(幹事),醍醐(幹事),柴田(幹事)  

欠席：武隈,藤井 

1．報告事項 

(1)学会大会の準備状況について 

 学会大会実行委員会委員長の齊藤理事から,学会大

会の参加申し込み状況について,参加申し込みが 130

名,研究発表申し込みが 15件あったことが報告された.

また,学会大会で開催される理事会企画講演について,

朝倉理事から「大学スポーツの日本的経営モデル構築

に向けて： “日本版NCAA”の批判的検討」をテーマと

して,川井圭司先生(同志社大学)にご講演頂くことが

説明された.なお,理事会企画講演について,講演者に

機関誌への講演録掲載ならびに録画の可否(講演録作

成やオンデマンド配信用)を確認していなかったこと

から,朝倉理事が講師へ確認の連絡を行うこととなっ

た.また,学会大会におけるシンポジウムや理事会企

画講演について,実施方法(質疑応答の方法やスタッ

フの配置等)と講演者の通信状況(映像・音声の確認,

オンライン会議ツールの使い方等)について事前にリ

ハーサルを行うことが確認された. 

(2)体育・スポーツ経営学研究第 34巻の発刊状況につ

いて 

 編集委員会委員長の齊藤理事から,機関誌34巻の編

集状況について総説 1編,原著論文 1編,研究資料 1編

が審査中であることが報告された.また,投稿された

論文は手続きのスケジュール上,年度内に審査が終了

しないことから今年度は機関誌を発刊しないことが

報告された.また,以下の事項が確認された.1．機関誌

の編集状況については次回理事会で報告を行う.2．次

年度における機関誌の発刊回数や発刊時期について

は,次期編集委員会への申し送り事項として継続審議

とする.3．次年度に特集号の企画・編集を行う場合,発

刊の遅れを未然に防ぐため早めに準備を進める.4．第

34 巻巻末に記載する編集委員会の委員リストは,発刊

される機関誌について編集の責任を負うという観点

から,次期編集委員会の委員ではなく,今年度の委員

を掲載する. 

(3)日本スポーツ体育健康科学学術連合「体育・スポー

ツ界におけるジェンダー平等宣言」への賛同について 

 作野理事長から,日本スポーツ体育健康科学学術連

合による宣言に対し,学会として賛同の意思表明を行

い学会名がウェブ上に掲載されたことが報告された.

本件については理事会で報告を行ったのち,会長名に

より学会ホームページに掲載し,会員への周知を図る

こととする. 

2．審議事項 

(1)「学会賞・奨励賞」受賞候補者の推薦について(学

会賞・奨励賞選考委員会) 

 学会賞・奨励賞選考委員会の朝倉理事から,学会賞

候補 2 件の応募があったことが報告され,学会賞・奨

励賞選考委員会による検討結果が提案された.審議の

結果,学会賞候補として推薦された応募のうち 1 件を

学会賞とし,1 件を奨励賞とすることが承認された.ま

た,今後の手続きとして以下の事項が確認された.1．

常務理事会における審議結果を理事会に上程し,最終

的な受賞者の決定を行い,総会において報告を行う.2．

受賞者の発表と紹介は第 44 回学会大会において行う

こととし,プログラムに組み入れる.3．学会賞・奨励賞

候補者に対する受賞の通知は事務局が行う. 

(2)2021年度事業計画案について 

 研究・国際委員会委員長の朝倉理事から,2020 年度

事業の実施報告ならびに 2021年度事業計画について,

公募型研究プロジェクトとメガスポーツイベントの

マネジメント研究・出版事業の推進について計画が報

告された. 

 アウトリーチ委員会委員長の高岡理事から,研究集

会を3回開催する予定で計画を進めていることが報告

された.また,研究集会のテーマとして,2021 年度はス

ポーツ基本法整備から 10年が経過することから,スポ

ーツ基本法制定後の成果や課題等を確認する研究集

会を関連学会(日本体育・スポーツ政策学会・日本スポ

ーツ法学会等)と連携し開催することがアイデアとし

て提案された.研究集会の内容・実施方法・開催時期の

概要については,常務理事会における意見交換結果を

踏まえ,アウトリーチ委員会について継続審議し,3 月

9 日までに総会資料として作野理事長に提出すること

が確認された. 

 広報委員会副委員長の朝倉理事から,事業計画案に

ついて学会ホームページの運用と充実策の検討,会報

の発行,SNS の運用と活用を事業として計画している

ことが報告された. 

 総務委員長の川邊理事から,事業計画について例年

通りの事業を遂行するとともに,会費の納入率の向上

や未納入の会員への対応方法について検討を進める

ことが報告された. 

各委員会委員長は常務理事会における審議結果を

踏まえ,必要に応じて総会資料の作成および修正を行

い作野理事長に提出する.また,以下の事項が承認さ

れた.1．総会資料の報告事項に,日本体育学会体育経

営管理専門領域との連携に向けたワーキンググルー

プの創設経緯や進捗状況の報告を加える.2．ワーキン

ググループの創設経緯や進捗状況については,学会大

会でも説明を行い,プログラムに会長挨拶を追加し説

明を行う.3．役員の改選並びに会則の改正について総
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会資料の審議事項に追加する. 

また,総務委員会委員長の川邊理事から,2020 年度

収支決算報告案並びに 2021 年度収支予算計画案につ

いて資料をもとに説明され,学会賞・奨励賞の記念品

代について金額を確認し,誤りがあれば修正を行うこ

とが確認された. 

(3)理事会・総会の実施及び議決方法について 

 作野理事長から理事会・総会の実施方法について以

下の事項が報告された.1．理事会は 3月 11日(木)10：

00～11：30に行う.2．総会はオンラインによる書面決

議とし,3 月 13 日(土)～19 日(金)の期間を設けて行

う.3．新理事会は,3 月後半をめどに会長が招集し,オ

ンラインにより実施する.4．新理事会の日程調整は事

務局が行い,3 月 29 日(月)～31 日(水)を候補日とす

る.4．新理事会における選挙の実施方法については,

会長と事務局が協議のうえ決定する. 

(4) 規程等の改正について 

 総務委員会委員長の川邊理事から,会則の改正案な

らびに「常務理事会の運営について(申し合わせ)」案

が提案され,提案内容が承認された.また,以下の事項

について確認された.1．会則の改正案,「常務理事会の

運営について(申し合わせ)」案は総会に上程し,審議

を行う.2．書式の変更等は規程の内容に関わらない変

更であることから総会に上程せず修正を行う.3．会則

以外の規程の変更については,変更点を確認し次回理

事会に報告する. 

(5) その他 

 本学会において理事長をお務めいただいた高島稔

先生のご逝去に際し,次回会報に追悼ページを設け,

寄稿を募ることが提案・承認された.また同ページの

編集については次期広報委員会への申し送り事項と

することが確認された. 

 

2021年度 第 1回常務理事会 

日時 ：2021年5月17日(月)17:00～19:20 

場所 ：オンライン(Zoom)開催 

出席者：木村,清水,作野,朝倉,川邊,小山,高岡,中西,

松岡,林田(幹事),君塚(幹事) 

欠席者：武隈 

1．報告事項 

(1)総会報告 

作野理事長から,2020 年度総会の報告が行われ

た.2020年度の総会は書面にて行い,4つの審議事項は

いずれも承認されたことが確認された.ただし,第 46

回大会の開催地に関する事項(審議事項①)について

は開催予定校の担当者との間で行き違いがあったた

め,開催地の再検討を速やかに行うことが確認された. 

(2)第44回学会大会収支報告 

作野理事長から,第44回学会大会の収支報告が行わ

れた.収入合計：619,100円,支出合計：97,820円,収支

差額：521,280円であったことが報告された. 

(3)2020年度決算報告 

 総務委員会委員長の川邊理事から,2020 年度決算報

告が行われた.見込み計上が確定し,収入合計：

6,204,472 円,支出合計：1,233,471 円,収支差額：

4,971,001円,今期収支差額：1,020,845円であったこ

とが報告された. 

(4)学会連携ＷＧ報告書について 

作野理事長から,日本体育・スポーツ経営学会と日

本体育・スポーツ・健康学会体育経営管理専門領域と

の連携の可能性についての調査報告書(答申)の説明

が行われた.また,小山理事から,体育経営管理専門領

域においても WG を立ち上げており,6 月に開催予定の

第2回運営委員会で連携に関する具体的な方向性を検

討することが報告された.朝倉理事からは,体育経営

管理専門領域の総会が 9 月に予定されており,その際

に会員に連携の諾否を確認する予定であることが報

告された.(審議事項(7)を参照). 

(5)その他 

事務局から,学会HPの修正・更新作業を 5月中に行

う予定であることが報告された.また,学会賞・奨励賞

の賞状と副賞の送付作業も進めていることが報告さ

れた.作野理事長からは今回の受賞者に対し,改めて

直接表彰する機会について検討中であることが報告

された. 

2．審議事項 

(1)2021年度理事会組織の役割分担について 

作野理事長から,今期(2021-2022 年度)委員会担当

が提案され,承認された. 

(2)会報79号の発行計画について 

広報委員会の小山委員長から,会報79号の発行計画

が提案された.故高島稔先生の追悼記事企画について,

作野理事長を中心に近日中に寄稿を依頼する会員の

候補を検討し,小山理事に伝えることが確認された. 

(3)研究集会の開催計画について 

アウトリーチ委員会の松岡委員長から,事業計画が

提案された.3 つの研究集会が計画されており,テーマ

は「スポーツ基本法施行から 10 年」(8 月開催予定),

「スポーツまちづくりの最前線」(11月開催予定),「運

動部のイノベーション最前線」(2 月開催予定)を予定

していることが確認された.また,現在各回のパネリ

ストの選出などの作業を進めていることが報告され

た.学会の情報発信については,note(ウェブ上のブロ

グ／情報発信サイト)を用いて行うことを検討してい

ることが報告された. 

(4)体育・スポーツ経営学研究の編集状況・検討事項に

ついて 

 編集委員会の高岡委員長から,今年度の機関誌の発

刊計画(審議1)と,機関誌の論文掲載数(審議2)に関わ

る資料が提出された. 

 審議 1 に関して,高岡理事から今年度に 3 巻を発刊

する案と2巻を発刊する案が示された.審議の結果,機
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関誌の発刊にかかる本年度予算は 2巻分であることか

ら,本年度は2巻の発刊とすることが確認された.今後

は,現在査読中の論文の状況を踏まえつつ,1 巻目をで

きるだけ早期に発刊することが確認された. 

審議2に関して,高岡理事から投稿数の少なさ,アク

セプト率の低さ,査読の質などに関して問題提起がな

された.それらに対する意見交換の結果,学会として

の重要な事業であることを踏まえて,査読の方針や編

集委員の権限を再検討する必要性が確認され,編集委

員会にて継続審議することが確認された.また,3 月中

旬に投稿された論文への対応が遅れていることも指

摘され,今後編集委員会の引き継ぎを円滑かつ迅速に

行うことが確認された. 

(5)今年度の研究プロジェクトについて 

研究・国際委員会の朝倉委員長から,今年度の研究

プロジェクトの実施計画が報告され,研究プロジェク

トの募集を 6 月に行い,8 月からプロジェクトを開始

する予定であることが確認された.なお,プロジェク

トの募集要項と申請書に関しては,研究・国際委員会

にて最終確認し,できるだけ早期に会員に情報を配信

することが確認された.また,プロジェクトの開始が 8

月になってしまうことを踏まえて,申請者から申し出

があれば来年度途中までプロジェクトの期間を延ば

すことも視野に入れていることが報告された. 

(6)第45回学会大会(金沢)の準備状況について 

作野理事長から,第45回学会大会(金沢開催)の準備

状況について報告が行われた.本常務理事会後に,学

会大会実行委員会の組織化を依頼することが承認さ

れた. 

(7)本学会と体育経営管理専門領域との連携について 

 総務委員会の川邊委員長から,本学会と体育経営管

理専門領域との連携について理事長と総務委員会を

中心に,事業の在り方・会員の所属形態・会費・運営体

制・会計処理・研究促進等について検討を進めること

が報告された.また,連携の実施に関わる意思決定の

方法について審議が行われた.審議の結果,年度末の

総会において,連携の諾否について議決をとることが

承認された.加えて,連携を開始するまでのプロセス

に関しては,2022年3月に総会にて審議を行い,可決さ

れた場合は2022年 4月から 2023年 3月までを連携の

移行期間とすること,2024 年 4 月から正式な連携開始

とする案が確認された.今後は,会費の設定や会員の

所属形態・移行措置の方法などについて理事長,総務

委員長らを中心に原案を作成し,常務理事会等におい

て継続審議することが確認された. 

(8)その他 

作野理事長から,第44回学会大会実行委員会の齊藤

委員長よりシンポジウムの内容をもとにした出版企

画の提案があったことについて報告がなされた.学会

の監修としていることから,出版の趣旨や内容,さら

には編集者のクレジット・著作権に関わる問題等につ

いて,さらに精査する必要性が指摘された.これらの

内容の検討結果については,次回以降の常務理事会に

て上程することとなった. 

 

【理事会報告】 

2020年度 第 1回理事会 

日時：2021年2月5日(金) 17:00～18:50 

場所：WEB会議方式による 

出席：木村,清水,作野,朝倉,川邉,齊藤,高岡,松岡, 

天野,石井,小山,霜島,関根,谷藤,出口,長積,浪越,馬

場,松永,村田,横山,嶋崎(監事),醍醐(幹事),林田(幹

事),柴田(幹事) 

欠席：武隈,永田,野崎,藤谷,川崎(監事) 

1．報告 

(1)体育・スポーツ経営学研究第 34巻の編集状況につ

いて 

編集委員長の齊藤理事から第 34 巻の編集状況が報

告された.現在,総説 1 編,研究資料 1 編が査読中とな

っており,3 月下旬をめどに発刊する予定であること

が報告された.また,第 42 回学会大会シンポジウムの

講演録の執筆依頼はすでに済んでおり,第34巻に掲載

する予定であることが報告された. 

(2)学会賞・奨励賞の推薦状況について 

総務委員長の川邊理事から,学会賞の推薦が2件,奨

励賞の推薦が 0件であったことが報告された. 

(3)第43回学会大会への広告協賛ほか準備状況につい

て 

大会実行委員長の齊藤理事から現時点での参加者

は 25 名程度となっていることが報告された.また,広

告協賛に関する依頼文書については木村会長に確認

をとった後に,メールにて理事・役員に送付すること

が確認された.今後は,シンポジウムの打ち合わせ,参

加者への情報配信,参加者間の議論の活性化策の検討

を行うことが確認された. 

(4)日本体育学会体育経営管理専門領域との連携に関

する意向調査の実施について 

作野理事長から日本体育学会体育経営管理専門領

域との連携を検討する WG が発足した経緯が説明され

た後に,WG メンバーである小山理事と関根理事から連

携に関する意向調査を行ったことが報告された.本調

査結果については,3 月末に報告書を作成する予定で

あることが確認された. 

(5)その他 

選挙管理委員長の川邊理事から,理事選挙,会長選

挙および副会長の選出が終了し,今後は会長推薦理事

や監事の人選を行うことが確認された.選挙結果につ

いては総会に上程することとなった. 

2．審議 

(1)学会大会会場校の選定について 

作野理事長から,第46回学会大会を西日本ブロック

である久留米大学(行實会員)で開催することが提案
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され,承認された.また,「学会大会の開催に関する申

し合わせ」における会場校のローテーション制の改廃

に関して検討する必要性が提案され,意見交換がなさ

れた.ローテーション制に関する意義について意見が

出され,本件に関しては継続審議とすることが確認さ

れた. 

(2)学会賞・奨励賞選考委員会の組織化について 

作野理事長から,学会賞の推薦が 2 件あったことに

伴い,学会賞・奨励賞選考委員会の組織化を理事長に

一任することが提案され,承認された. 

(3)2021年度事業計画(案)について 

各委員会における活動状況と事業計画の確認を行

った.今後は修正を加えて,第5回常務理事会および第

2回理事会,そして総会に諮ることが報告された. 

(4)規程等の改正について 

総務委員長の川邊理事から,「常務理事会の運営に

ついて(申し合わせ)」における常務理事の選出方法お

よび常務理事会の運営に関する記載内容について修

正案が示され,理事らから意見が出された.本件に関

しては出された意見を踏まえて,再度修正し,第5回常

務理事会および第 2回理事会にて諮ることとされた. 

(5)その他 

・学会呼称(英文略称)について 

木村会長より,本学会の英文略称を JAMPS とするこ

とが提案され,承認された.一年ほど運用し,プロモー

ション等が必要であれば展開することが確認された. 

・法人化について 

木村会長より,本学会を法人化(一般社団法人)する

ための検討を始めてはどうかとの提案がなされた.本

提案を受けて,総務委員会を中心に法人化の可能性に

ついて継続的に検討していくことが確認された. 

 

2020年度 第 2回理事会 

日時：2021年3月11日(木) 10:00～11:00 

場所：WEB会議方式による 

出席：木村,清水,作野,朝倉,川邉,高岡,松岡,永田,藤

谷,松永, 

天野,石井,霜島,関根,谷藤,出口,長積,浪越,馬場,村

田,横山, 

嶋崎(監事),醍醐(幹事),林田(幹事),柴田(幹事) 

欠席：武隈,小山,齊藤,野崎,川崎(監事) 

1. 報告 

(1)日本スポーツ体育健康科学学術連合「体育・スポー

ツ界におけるジェンダー平等宣言」への賛同について 

作野理事長から,日本スポーツ体育健康科学学術連

合による宣言に対し,理事会のメール審議をふまえて

学会として賛同の意思表明を行い,学会名がウェブ上

に掲載されたことが報告された.なお,本件について

は会長名により学会ホームページに情報を掲載する

ことが確認された. 

(2)役員改選について 

選挙管理委員会委員長の川邊理事から,役員選挙の

実施結果について投票者が 71 名(投票率 29.1%)であ

り,規程に従い役員改選の手続きを進めていることが

報告された. 

(3)規程等の改正・変更について 

総務委員会委員長の川邊理事から,常務理事会の運

営について(申し合わせ)案ならびに,会則や規程等に

ついて修正点が説明された.審議の結果,提案の内容

が承認された.なお,会則(第 15 条,第 22 条の語句)に

ついては総会に上程し承認を得たうえで修正を行い,

その他の規程については,軽微な体裁等の修正である

ことから,理事会での確認のもと修正を行うことが確

認された. 

(4)その他 

日本体育学会体育経営管理専門分科会との連携に

ついて木村会長から,3 月末日までに本学会ならびに

日本体育学会体育経営管理専門領域の会員に対し,ワ

ーキンググループから検討結果について情報提供さ

れる予定であることが報告された. 

本学会の元理事長をお務めになった高島稔先生の

ご逝去に際し,会報に追悼ページを設けることを次期

広報委員会の申し送り事項とすることが確認された. 

2．審議 

(1)「学会賞」及び「奨励賞」の選考結果について 

学会賞・奨励賞選考委員会委員長の朝倉理事から,

学会賞ならびに奨励賞候補の検討結果が提案された.

審議の結果,提案の通り学会賞 1件,奨励賞1件が承認

された. 

(2)総会の実施及び議決方法について 

作野理事長から,総会は 3 月 13 日(木)～3 月 19 日

(金)を会期として電子メールを利用した書面総会を

実施することが提案され,審議の結果,提案の通り実

施することが承認された.また,今後のスケジュール

として3月19日(金)を締め切りとし,3月25日(木)を

めどに結果を報告する予定であることが確認された. 

(3)2020(令和 2)年度 総会資料について 

 別紙に基づき総会資料が説明され,以下の事項を修

正のうえ総会に議案を諮ることが承認された.1. 資

料 1-5-(4)について「理事会企画シンポジウム」を「理

事会企画講演」とし,講師名を加える.また,講師所属

を「政策学部」に修正し,「第 45回学会大会」を「第

44回学会大会」に修正する.2. 資料 3について「5．

(1)～(3)」の事項を削除する. 

(4)その他 

木村会長から,学会ホームページに掲載されている

学会概要のページについて英文ページを作成するこ

とが意見として挙げられた.なお,本件については,次

期総務委員会における申し送り事項とすることが確

認された. 
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2021年度 1回理事会 

日時：2021年3月31日(水) 14:00～14:30 

場所：WEB会議方式による 

出席：木村,清水,朝倉,石井,川邉,小山,作野,関根,醍

醐,高岡,谷藤,永田,浪越,野崎,藤谷,松岡,松橋,溝口,

村田,行實,横山,川崎(監事),嶋崎(監事),林田(幹事),

柴田(幹事) 

欠席：武隈,天野,中西,松永 

1. 審議 

(1)理事長の選出について 

「常務理事の運営について(申し合わせ)」に基づき

常務理事の役割や選出方法を確認した後,新理事・役

員によるオンライン投票(Google フォーム)を実施し,

作野理事が理事長として選出された. 

(2)常務理事の選出について 

 続いて,新理事・役員によるオンライン投票(Google

フォーム)を行い,朝倉理事,川邊理事,小山理事,高岡

理事,中西理事,松岡理事の6名が常務理事として選出

された.

 

7．事務局から 

◆ 新入会員紹介 
(敬称略：2021年7月3日現在)  

 
◆ 学会賞・奨励賞の受賞について 
 2020年度学会賞・奨励賞の受賞者は以下の通りです. 

◆ 「体育・スポーツ経営学研究」投稿論文の募集 
 「体育・スポーツ経営学研究」に掲載する論文を随

時募集中です．学会発表の内容などをおまとめいた

だき投稿をお願いいたします．投稿規定に関しては

学会HPをご覧ください．  
◆ 体育・スポーツ経営学研究バックナンバー販売 
 学会誌「体育・スポーツ経営学研究」のバックナ

ンバーの購入(第 1 巻～第 32 巻)を希望される 
方は事務局 までご連絡ください．販売価格は 1 冊 
2,000 円となります．また，第 1 巻～第 20 巻を

まとめた CD(20,000 円)も ご用意しております． 
◆ ご住所・連絡先の変更について 
 ご異動等によるご住所・連絡先の変更は，FAX，
Mail等で事務局までご一報ください．  
◆ 年度会費納入のお願い  
 今年度会費の納入は 2022 年 3 月 31 日までに

お願いいたします．なお，年度会費の自動引き落と

しは，2021年8 月27 日(金)に行われます. 
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お名前 ご所属 
酒井 真紀子 早稲田大学スポーツ科学研究科 
魚住 智宏 国際武道大学 
新井 辰也 日本文化大學 

種別 お名前 ご所属 
学会賞 町田  樹 國學院大學 
奨励賞 ⻆田 幸太郎 熊本学園大学 


